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１． はじめに 

我が国では，防犯カメラの設置台数が増加し

ていることに伴い，それらを活用して街頭や商

業施設で人流を把握する需要が増加している[1]．

特に，人物を識別しながら追跡するサービスは，

犯罪発生の蓋然性の高い地域における防犯や迷

子，徘徊人の探索の他マーケティング分析に活

用されている．しかし，多くの場合，専従の担

当者が 24 時間体制でモニターをしているため，

多大な人件費と労働量を要する．そのため，最

近では，労働生産性と作業効率性の向上を図る

ため，防犯カメラの動画から深層学習により自

動で人物を検出し追跡する技術が注目されてい

る．既存研究[2]としては，外見的特徴により人

物を同定する手法が提案されている．ただし，

人物が走行など素早く動作した際に不明瞭な人

物画像が抽出されるため，人物を一意に特定す

ることが難しい．そこで，本研究では，撮影し

た人物を検出しながら，人物画像を鮮明化し人

物を同定する手法を提案する． 

２．研究の概要 

本システム（図 1）は，人物データベース構築

機能，人物検出および鮮明化機能，人物同定機

能により構成される．入力データは，事前登録

用の人物動画，登録した人物を撮影した動画，

出力データは人物の同定結果とする． 

２．１ 人物データベース構築機能 

本機能では，追跡対象者を事前に登録するこ

とで人物データベースを構築する．まず，事前

登録用の人物動画から物体認識手法である

YOLOv4[3]を用いて，人物の領域を取得する．次

に，各人物を 8 方向から撮影した画像と人物 ID

を人物データベースに登録する（図 2）． 

２． ２ 人物検出および鮮明化機能 

本機能では，人物動画に登場した人物を検出

し，人物の領域画像を鮮明化する．まず，

YOLOv4を用いて登場した人物を撮影した動画か

ら人物を検出する．次に，ノイズおよびボケ除

去を行うため，画像鮮明化技術[4]によるスタイ

ル変換を適用し，検出した人物画像を鮮明化す

る． 

２． ３ 人物同定機能 

本機能では，前述の機能により取得した人物

画像から人物データベースを照合し，人物 ID を

付与する．まず，人物データベースに登録した

人物の領域画像と登場人物の領域画像を

FlipReID[2]に入力し，それぞれの人物との類似度

を算出する．そして，照合した人物画像のうち，

最も類似度が高い人物を同一人物と同定する． 
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図 1 処理フロー 
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図 2 人物データベースの例 
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３．実証実験 

３．１ 実験内容 

本実験では，2 地点（図 3）で，屋内において

監視カメラが設置されうる位置（高さ 200cm～

250cm）にカメラを固定した．そして，人物デー

タベースに登録した人物の一人（図 4）を対象と

した動画を用いて人物の同定処理を行う．そし

て，取得した人物領域画像を対象として人物を

同定する手法を評価する．また，人物データベ

ースに登録するデータは，異なる服装をした 13

名を地点 1にて事前に撮影し，取得した人物領域

画像とする．本実験では，既存手法[2]と提案手

法の 2つの方法による人物同定精度を比較し，提

案手法の有用性を確認する．ここでの人物同定

精度は，検出した人物を正確に同定した確率と

する． 

３．２ 結果と考察 

人物同定精度を表 1 に示す．表 1に示すとおり，

地点 2 において既存手法では，人物同定精度が

70.2%，提案手法では，87.9%となり，一定の環

境下において，既存手法よりも提案手法がより

高精度に人物を同定することが確認できた．こ

れにより，人物が素早く移動するときに生じる

不明瞭な人物画像への一解決策を見いだせた．

ただし，地点 1において，人物同定精度が大幅に

低下した．これは，地点 1 では，人物がカメラに

向かって走行するため，人物の特徴を取得しや

すい正対画像への鮮明化により減少させたため

である．一方，地点 2 では，カメラと人物の距離

が近く，人物が横移動することで，取得した人

物画像の大半が不明瞭な画像であった．これに

より，鮮明化処理を活用することで，この課題

を克服する頻度が多く，人物同定精度の大幅な

向上に成功した（図 5）．そのため，撮影環境や

カメラに対する人物の移動方法を考慮した鮮明

化手法を適用することで，さらなる人物同定精

度の向上が期待できる． 

４．おわりに 

本研究では，画像鮮明化による人物の同定手

法の高度化を提案し，実証実験を通じて人物の

特徴を取得することが困難な場合でも，正確な

人物同定処理を行う一解決策を見いだせた．今

後は，撮影環境に最適な鮮明化手法を検討し，

より高精度な人物同定システムの開発を目指す． 
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図 3 実験環境 
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図 4 登場人物のデータベース 

 

表 1 人物同定精度（単位：%） 

手法 地点 1 地点 2 

既存手法[2] 89.5 70.2 

提案手法 68.6 87.9 

 

元の人物画像 鮮明化後の人物画像
 

図 5 鮮明化による人物画像の変化 
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